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NT06-03 クルーズレポート要旨 

 
本行動は以下に記す 3研究課題を遂行するために, 2006年2月27日から3月7日にかけ

て「なつしま」およびハイパードルフィンを用いて行われた． 

 

 

1. 相模湾における包括的な中・深層性生物群集構造解明のための大型ゼラチン・プラントン

研究課題提案者：喜多村稔   (JAMSTEC)．2潜航 

2. 高像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの分布と動態に関する研究課題

案者：西川淳（東大海洋研）．2潜航 

3. ゼラチン性生物とプランクトンの種多様性：モデル海域としての相模湾研究課題提案者：

Dhugal Lindsay (JAMSTEC)．3潜航 

 

すべてが中・深層における生物・生態研究のための調査潜航であり，着底による作業はない．また，

ハイパードルフィンの潜航調査としては初めての試みとなる夜間調査を含んでいること に特色を持つ．

調査前半は比較的海況が悪く，相模湾において短時間（4から7時間）の夜間潜航を4回、後半は海

況も安定し、房総半島鴨川沖、伊豆大島東方沖、相模湾における昼間潜航を3回行った。上記 (1)の

ための潜航では，相模湾において昼夜別にクラゲ・クシクラゲ類を中心とした観察を行った．今後，本

行動の観察結果を過去の結果と比較し、相模湾におけるこれら生 物の分布様式とその季節変化を

明らかにする．また，採集したクラゲ・クシクラゲ類の船上飼育に挑戦し，最長7日間の飼育観察を行

った．航海終了後の輸送と陸上の受け入れ態勢を整えることで、中・深層性クラゲ・クシクラゲ類の長

期飼育も可能となるだろう．マリンスノー観察はこれが初めての試みであり，観察システムと観察法に

関する基礎的知見を得ることができた．マリンスノーの形状・大きさを正確に観察するためには潜航速

度 (6 m/min.以下 )が重要である． (3)はJAMSTEC中・深層グループがこれまでに集中して観察を行

ってきた相模湾の生物群集に関する特徴を明らかにするための海域比較研究である．相模湾の観測

点は，硬クラゲ目の 1種Arctapodema  sp.が卓越することにより特徴付けられ，本種の分布と濁度の高

低との関わりが示唆された． 
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1) NT06-03 行動概要 

 
本行動は以下に記す3研究課題を遂行するために，2006年2月27日から3月7日にかけて「なつしま」およ

びハイパードルフィンを用いて行われた相乗り航海である．すべてが中・深層にお ける生物・生態研究の

ための調査であり，着底による作業はない．また，ハイパードルフィンの潜航調査としては初めての試みと

なる夜間調査を含んでいることに特色を持つ． 

 
(1) 相模湾における包括的な中・深層性生物群集構造解明のための大型ゼラチン質プランク

トン研究課題提案者：喜多村稔(JAMSTEC) 

(2) 高解像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの分布と動態に関する研究課題提案
者：西川淳（東大海洋研） 

(3) ゼラチン性生物とプランクトンの種多様性：モデル海域としての相模湾．課題提案者：Dhugal 

Lindsay (JAMSTEC) 

 

 

2) 目的 

2-1)  採択プロポーザル抜粋 

中・深層性生物群集構造解明のための大型ゼラチン質プランクトン研究（喜多村） 

海洋生態系を理解するためには，物理・化学・生物的な海洋学特性に関する幅広い知見を結集し，互い

の関連を明らかにする必要がある．このうち生物に関しては，特定の生物種にのみ焦点をあてるだけで

はなく，広く群集全体の構成と役割を明らかにしなければならない．こういった全体調査の意義は、鍵生

物種を洗い出すだけにとどまらない．近年、現存量が小さくマイナーな存在と考えられていた生物種が環

境擾乱により急激に現存量を増加させ生態系を構造的に変化させうるという例が報告されている．生物

群集構造，次いで個々の生物種が持つ生態的役割の網羅的な解明は，現在の海洋生態系を理解する

ためだけでなく将来起こりうる環境変動による生態系変化を予測する際にも必要である．このような背景を

もとに，喜多村らのグループでは，相模湾を研究対象海域として動物プランクトン・マイクロネクトンの幅広

い分類群に渡る群集構造研究を進めている．調査は主として多段開閉式プランクトンネットを用いた採集

調査から行なっているが，ネットでは群集構造をきちんと把握できない生物群がいる．ゼラチン質プランク

トン（特に大型の種類）がそれで，体が脆弱なためネットでは採集できないことが多い．そこで本研究では，

ハイパードルフィンを用いた目視観察によりこれら大型ゼラチン質プランクトンの群集構造を明らかにする

ことを目的とする． 

ゼラチン質プランクトンは，ヤムシ・クラゲ・クシクラゲ類のような肉食者がいる一方でサルパ・尾虫類のよう

な植食・懸濁物食者を含み，脱ぎ捨てたハウスが沈降フラックスに大きく寄与する尾虫類や，小型生物に

付着基質を与えるクラゲ類などユニークな生態的役割を持つものが多い．ところが，このような役割に関

する知見はまだ少なく研究の遅れは否定できない．これはひとえに体の脆弱さ故に研究が難しいためで

あり，ROVや潜水船からの形態・分布・行動などの直接観察と採集・飼育観察が有効で，生態的役割を

推定するヒントを与え得る．このようなヒントは断片的ではあるが，こういった断片を地道に重ね合わせるこ

とが生態系理解に役立つものと考え，本研究における研究項目のひとつとする．特に本行動では，なつ

しまコンテナラ ボ内の低温室にクライゼル水槽（クラゲ類飼育 



2  

のために考案された低速循環型水槽）を複数設置し，中・深層性のクラゲおよびクシクラゲ類の飼育 

観察に挑戦した． 

 
高解像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの分布と動態（西川） 

海洋の特に中・深層生態系を考えるとき，生物種多様性の高さを忘れるわけにはいかない．多様性の創

出と維持機構に関する知見は乏しいのが現状であるが，マリンスノーが一役買っているかもしれないという

考えがある．マリンスノーを構成する物質は多種多様であり，珪藻類，渦鞭毛藻類由来のフロック，カイア

シ類などメソ動物プランクトンの糞粒，そしてオタマボヤ類によって産生され廃棄されたハウス（包巣）など

が代表的である．それらは貝形類，カイアシ類，クラゲノミ類などの餌として重要であり，おそらくこれらの

動物群の種多様性をはぐくむニッチとしても重要な役割を果たしていると考えられる．しかしながら，メソ動

物プランクトンの生物量や多様性とマリンスノーのそれとを結びつけた研究は非常に少ないのが現状であ

る．そこで本研究では，相模湾中央部において無人探査機「ハイパードルフィン」を用いてマリンスノーの

分布や動態などを調べ，マリンスノーに関する基礎的な知見の充実を図る．また本研究の翌週から「かい

よう KY06-03 航海」において，中・深層性動物プランクトンおよびマイクロネクトンの群集構造，日周鉛直

移動，食物網構造を明らかにすることを目的とした多段開閉式ネット IONESS を用いた生物採集が行わ

れる．これらふたつの調査をカップリングさせる形で，同湾におけるマリンスノーの鉛直分布や形状が深度

や時期によってどのように変化するかを明らかにし，それらがメソ動物プランクトンの現存量，種多様性な

どとどのように結びついているかを考察することを目的とした． 

 

ゼラチン性生物とプランクトンの種多様性（Lindsay） 

ゼネラリストが多いとされる中・深層域において，何故非常に多くの種類の生物が共存できるか？種多様

性と生物分布は環境条件の多様性や生物間の相互作用に起因していると考えられているが，中・深層に

おける種多様性パターンやゼラチン性生物を含んだ群集構造を研究した例は皆無に近い．そこで本研究

では，マリンスノー及び大型ゼラチン質プランクトンの種多様性を含む鉛直分布パターンとその群集構造

を昼夜を通して無人探査機「ハイパードルフィン」で調査し，大型ゼラチン質プランクトンの時空間的な住

み分けとそのニッチェを制限し得る物理・化学的因子（水温・塩 分・溶存酸素濃度など）を明らかにする．

調査は物理・化学的水塊構造が異なると予想される 3 海域（相模湾・伊豆大島東方沖，房総鴨川沖）に

おいて行った．また，本行動終了後ただちに，多段開閉式ネットIONESS（1.5m2）を用いた小型プランクト

ン採集調査を予定しており，本行動で得られたマリンスノーおよび大型ゼラチン質プランクトン分布データ

を考慮した上で採集層を決め，マリンスノー或いは大型ゼラチン質プランクトン群集と小型プランクトン群

集との関わりを明らかにすることが目的となる． 

 
2-2) 課題提案者以外の参加研究者の役割・目的 

松浦弘行（東大海洋研） 
 

西川により提案されたマリンスノー分布・動態研究を遂行するために本行動に参加した。マリンスノー

（marine snow）とは、海洋水中を漂うデトリタス、生物体、無機物の凝集体で、0.5mm 以上の大型懸濁

態粒子を指す。マリンスノーの密度は概して表層で高く、中・ 
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深層にいくにつれて指数関数的に減っていくこと、さらに表層でもより微細な深度スケールで観察す  

ると深度により大きな量的変動があり、特に密度躍層に極端に多くのマリンスノーが集積する場合が   

あることなどが明らかにされてきている。しかしながら、調査されている海域は米国周辺他に偏ってお  

り、日本近海の報告は限られている。また、季節変動に関しての研究もそれほど多くない。 

一方、マリンスノーを構成する物質は多種多様であり、珪藻類、渦鞭毛藻類由来のフロック、カイアシ

類などメソ動物プランクトンの糞粒、そしてオタマボヤ類によって産生され廃棄されたハウス（包巣）など

が代表的である。それらは貝形類、カイアシ類、クラゲノミ類などの餌として重要であり、おそらくこれら

の動物群の種多様性をはぐくむニッチとしても重要な役割を果たしていると考えられる。しかしながら、

メソ動物プランクトンの生物量や多様性とマリンスノーのそれとを結びつけた研究は非常に少ないのが

現状である。 

本研究の目的は、相模湾中央部において無人探査機「ハイパードルフィン」を用いて同点における 

マリンスノーの分布や動態などを調べ、マリンスノーに関する基礎的な知見の充実を図ることである。ま

た本研究の翌週から「かいよう  KY06-3  次航海」において、中・深層性動物プランクトンおよびマイクロ

ネクトンの群集構造，日周鉛直移動，食物網構造を明らかにすることを目的とした多段開閉式ネット 

IONESS   を用いた生物採集が行われる。これらふたつの調査をカップリングさせる形で、同湾におけ

るマリンスノーの鉛直分布や形状が深度や時期によってどのように変化するかを明らかにし、それらが

メソ動物プランクトンの現存量、種多様性などとどのように結びついているかを考察することを研究の最

終目的としたい。 

 
石井春人（東京海洋大学） 

喜多村により提案された群集構造研究に関連し，潜水船調査における観察結果の定量化を検討す  

るために本研究に参加した． 

最近、クラゲ類の大量発生が世界中の各海域で観察され、環境変化との関連が指摘されてきてい   

る。しかしながら、現在までのクラゲ類の研究においてもっとも問題となっている点の一つとして、個体 

数密度・現存量の定量化ということがあげられる。これは、従来行われてきたネット採集によるサンプ  ル

の破損や過少評価、魚探映像の不確実性といった問題に起因する。この問題を解決するために、  最

近多くの研究者によって水中ビデオ等を用いた視覚による推定が行われてきている。そこで、本研 究

では、ハイパードルフィンに搭載されているハイビジョンカメラによって撮影された中・深層域のクラ ゲ類

の映像を解析することにより、その定量化が可能であるか、どこまで対象種の生態学的研究や行動の   

解析が可能であるか等の基礎的な知見を得ることを目的とした。 

 
川端建徳（東京海洋大学） 

近年、刺胞動物のタンパク質毒素が単離され、そのタンパク質毒素のアミノ酸一次配列および遺伝  

子配列が明らかにされてきている。これらのタンパク質毒素はいずれも新規なタンパク質であることが解

明され、刺傷被害の治療薬の開発や分子プローブなどの試薬として利用できる可能性がある。また、

中・深層性のクラゲは浅海性の刺胞動物とは食物や生息環境が異なるため、浅海性刺胞動物には見ら

れない生理活性物質を有している可能性が考えられる。そこで、有機化学や生化学的な研究がほとんど行

われていない相模湾の中・ 
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深層性のクラゲを試料として、タンパク質毒素を初めとする生理活性物質を探索する。さらには、その

生理活性物質の詳細な化学的性状の知見を得ることを目的とした。 

 
堀田拓史（鳥羽水族館） 

喜多村により提案された研究のうち，クシクラゲ類の分類・分布およびゼラチン質生物の飼育実験

を担当するために本行動に参加した． 

 
棚田詢（JAMSTEC） 

3   研究課題を遂行するためには中・深層生物の鮮明な映像が重要となり，これを取得するために本

行動に参加した．また，普及・広報のために利用する深海生物映像を集めることも目的とした． 

 

 
3) 方法 

ゼラチンプランクトンの群集構造調査（喜多村提案課題）および多様性調査（Lindsay提案課題）は，生物の

日周鉛直移動に関わる知見も必要としているため昼夜のデータセットを必要とする．当初，後者の研究課

題を遂行するために，相模湾・伊豆大島東沖・房総鴨川沖の3海域にて昼夜観察することを計画したが，荒

天のため夜間の調査は相模湾のみにて行った．また，マリンスノー観察（西川提案課題）は照明装置に工

夫をこらしたハイビジョンカメラシステムを利用し，着水直後0mからデータ採取するため夜間調査により行っ

た．調査日時など潜航情報をTable 1に，海域図をFig.1に示す． 

 

 
 

Table 1. 調査潜航一覧．  

潜航No. 調査日 時間 昼/夜 海域 主調査課題 観察深度 (m) 

HD#517 2006. 2. 27 20:27-0:39 夜 相模湾 マリンスノー調査 0-1000 

HD#518 2. 28 19:57-0:50 夜 相模湾 群集構造調査 0-1084 

HD#519 3. 2 4:03-7:19 夜-朝 相模湾 マリンスノー調査 0-667 

HD#520 3. 2 21:08-4:18 夜 相模湾 多様性・マリンスノー 0-1430 

HD#521 3. 4 8:24-16:43 昼 鴨川沖 多様性調査 0-1489 

HD#522 3. 5 8:15-16:34 昼 大島東方 多様性調査 0-1374 

HD#523 3. 6 8:16-16:38 昼 相模湾 群集構造調査 0-1045 
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Fig.1. 調査観測点図 



6  

群集構造および多様性調査のための生物観察は着水直後より開始し，微速で前進をあてつつ6-8 

m/min.の速度で潜航しながら行った．生物が出現した際にはカメラを向けて分類 群を同定し，適宜下降

を中断して形態・行動観察を行った．特に前者の研究課題を目的とした潜航（#518,523）においては，出

現したクラゲ・クシクラゲ類のすべてをズームアップ撮影し，分類群同定と形態・行動観察を丁寧に行っ

た．カメラの観察のみからは同定が困難な種および分類学的に問題を含む種を中心に，スラープガンお

よびゲートサンプラーを用いた採集を行った．この際，体構造の特に脆弱なクシクラゲ類はゲートサンプラ

ーを，クラゲ類はスラープガンを利用した．クラゲ類飼育観察のためにクライゼル水槽を設置した低温室内

の様子を Fig. 2 に示す．これらの水槽を用いてクシクラゲおよび鉢クラゲ類を中心に飼育観察を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2. コンテナラボ低温室内のクライゼル水槽マリ

ンスノー観察に際しては，カメラに対してスリット光が直交するようされたハイビジョンカメラ・照明 シス

テム（Fig.  3）を搭載し，ハイパードルフィンを微速（6 m/min.）で下降させながらビデオ映像を録画した．

第 517 潜航ではスリット光の幅を 2 mm としたが，光量不足と判断されたため以後の調査においては  1  

cm  に広げた．ハイパードルフィンのスーパーハープカメラは，画角・ズーム・フォーカス一定のまま録

画しマリンスノーの形状と密度の深度変化を観察した．マリンスノー観察中は中層生物を追いかけて

の観察を行わず，下降速度が一定となるよう努力した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 3. マリンスノーカメラ 

水柱中の物理・化学パラメータを計測するために，CTD-DO (SeaBird 社製, SBE19 およびSBE43)，

濁度・クロロフィル計（アレック電子製，） 透過度計（Chelsea 社製, Alphatracka MKII）を全潜航にて搭載

した． 
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4) 調査日程 

 
Shipboard Log & Ship Track(NT06-03) 相模湾 Position/Weather/Wind/Sea 

condition (Noon) Date Time Comment.1 Comment.2 

27,Feb,06 9:00 研究者乗船  02/27 12:00(JST) 
 

35-04N,139-38E 
 

Cloudy 
 

NNW-6(Strong breeze) 

Sea Moderate 

10:00 横須賀新港離岸 出港 

10:00-11:00 HPD チームとの打合せ@2 ラボ  

11:00-12:00 研究者グループミーティング  

12:30-13:15 船内生活の案内@2 ラボ  

13:05 潜航海域到着  

17:38 XBT 計測 35-01.4495N    139-19.8640E   D=1830 

20:27 HPD つり上げ開始 Dive#517 

20:30 着水 高解像度カメラシステムを用いた相模湾

におけるマリンスノーの分布と動態に関

する研究 

20:46 潜航開始 

28,Feb,06 0:25 浮上 02/28 12:00(JST) 
 

35-13N,139-21E 
 

Overcast 
 

N-4(Moderate breeze) 

Sea Slight 

0:39 HPD 揚収完了  

~ 付近海域に漂泊  

12:40-13:00 研究者グループミーティング  

19:57 HPD つり上げ開始 Dive#518 

20:01 着水 相模湾における包括的な中・深層性生物

群集構造解明のための大型ゼラチン質プ

ランクトン研究 

20:18 潜航開始 

01,Mar,06 0:35 浮上 03/01 12:00(JST) 
 

35-14N,139-21E 
 

Rain 

N-6(Strong breeze) 

Sea Moderate 

0:50 揚収完了  

~ 付近海域に漂泊  

12:40-13:00 研究者グループミーティング  

~ 荒天待機  

02,Mar,06 4:03 HPD つり上げ開始 Dive#519 03/02 12:00(JST) 
 

34-40N,139-49E 
 

Overcast 
 

NNE-4(Moderate breeze) 

Sea Moderate 

4:07 着水 高解像度カメラシステムを用いた相模湾

におけるマリンスノーの分布と動態に関

する研究 

4:23 潜航開始 

7:02 浮上 

7:19 HPD 揚収完了  

7:30 伊豆大島東沖向け  

10:00 伊豆大島東沖着  

10:01 XBT 計測 34-44.615N    139-47.0241E   D-1830m 

10:28- 海底地形調査  

12:40-13:00 研究者グループミーティング  

16:53 海底地形調査終了  
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 20:00 相模トラフ着   

21:08 HPD つり上げ開始 Dive#520 

21:12 着水  
ゼラチン性生物とプランクトンの種多様

性：モデル海域としての相模湾 
21:25 潜航開始 

03,Mar,06 4:03 浮上 03/03 12:00(JST) 
 
34-56N,140-54E 
 
Fine but Cloudy 
 
ENE-4(Moderate breeze) 

Sea Slight 

4:18 揚収完了  

 鴨川沖向け HPD 整備日 

8:30 鴨川沖着  

8:35 XBT 計測 34-55.8820N   140-10.7749E D=1830 

09:00- 海底地形調査  

12:40-13:00 研究者グループミーティング  

19:53 海底地形調査終了  

04,Mar,06 8:24 HPD つり上げ開始 Dive#521 03/04 12:00(JST) 
 
35-00N,140-15E 
 
Fine but Cloudy 
 
NNE-5(Strong breeze) 

Sea Slight 

8:28 着水  
ゼラチン性生物とプランクトンの種多様

性：モデル海域としての相模湾 
8:42 潜航開始 

16:27 浮上 

16:43 HPD 揚収完了  

 伊豆大島沖向け  

18:30-19:00 研究者グループミーティング  

19:38~23:19 海底地形調査  

05,Mar,06 7:30 XBT 計測 34-41.6101N    139-51.0436E   D=1830 03/05 12:00(JST) 
 
34-42N,139-51E 
 
Fine but Cloudy 
 
WNW-5(Strong breeze) 

Sea Slight 

8:15 HPD つり上げ開始 Dive#522 

0:20 着水  
ゼラチン性生物とプランクトンの種多様

性：モデル海域としての相模湾 
8:36 潜航開始 

16:09 浮上 

16:34 HPD 揚収完了  

17:55- 海底地形調査  

18:30-19:00 研究者グループミーティング  

21:13 海底地形調査終了  

 相模トラフ向け  

23:19 相模トラフ着  

06,Mar,06 8:16 HPD つり上げ開始 Dive#523 03/06 12:00(JST) 
 
35-01N,139-21E 
 
Fine but Cloudy 
 
SW-6(Strong breeze) 

Sea Moderate 

8:21 着水 相模湾における包括的な中・深層性生物

群集構造解明のための大型ゼラチン質プ

ランクトン研究 

8:39 潜航開始 

16:21 浮上 

16:38 HPD 揚収完了  

17:00 横須賀向け  
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5) Participants aboard 

Research Group 
 
 

 18:00-19:00 研究者グループミーティング   

22:00 八景沖にて錨泊  

07,Mar,06 9:00 JAMSTEC 入港   

 

 

名前 

Name 役職 乗船期

間 
所属 部署 住所 

TEL, FAX, MAIL 

 

 

喜多村 稔 

Minoru   Kitamura 研究員 2/27-

3/7 
海洋研究開発機構 極限環境  

 

 

 

Dhugal J. Lindsay 

 研究員 2/27-

3/7 
海洋研究開発機構 極限環境  

 

 

 

石井 晴人 

Haruto Ishii 助手  2/27-

3/7 
東京海洋大学 生態学研究室  

 

 

 

棚 田 詢 

Jun Tanada 嘱託  2/27-

3/7 
海洋研究開発機構 普及・広報課  

 

 

 

堀田 拓史 

Takushi Horita 学芸員  2/27-

3/7 
鳥羽水族館 飼育研究部  

 

 

 

川端 建徳 

Takenori Kawabata 大学院生 2/27-

3/7 
東京海洋大学 水圏生態化学研究室  

 

 

 

松浦 弘行 

Hiroyuki Matsuura 農学特定研究員 2/27-

3/7 
東大海洋研 プランクトン部門  

 

 

 

小 村 舞 

Mai   Komura 観測技術員 2/27-

3/7 
日本海洋事業（株） 海洋科学部  
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Hyper Dolphin Operation Team 

 

 

 

 

 

Natsushima Crew 

 

 

高島 香 司厨長 波佐谷 吉信 司厨手 佐々木 末人 司厨手 

平 山 和宏 司厨手 阿 部 崇裕 司厨員 

千葉 和宏 運航長 徳光 好廣 二等潜技士 近藤 友栄 二等潜技士 

千葉 勝志 三等潜技士 菊谷 茂 三等潜技士 竹ノ内 純 三等潜技士 

木戸 哲平 三等潜技士 重竹 誠二 三等潜技士   

湯 川 修 船長 岩崎 芳治 一等航海士 今井 松男 二等航海士 

紙屋 一則 三等航海士      

吉川 博美森 

雄 司 

機関長 

三等機関士 

松川 喜己男 一等機関士 小野原 力 二等機関士 

那須 東輝登 電子長 伊藤 英洋 二等電子士 梅谷 有一 三等電子士 

中村 金吾 甲板長 宅間 修二 甲板手 小笠原 一美 甲板手 

久保田 隆夫永

井 大誠 

甲板手

甲板員 

地本 強 甲板手 鹿摩 敬二 甲板手 

八幡 喜好 操機長 椎野 正紀 操機手 丸田 良次 操機手 

河合 慶憲 操機手 渡辺 昇太 機関員   
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6) 調査機器 

6-1) 環境計測機器 

・CTD 

SeaBird 社製，SBE19 SEACAT Profiler，S/N 1918745-2661. セ

ンサー主材質：チタン 

耐圧：10,332 m 

重量：空中 13.7kg，水中8.6kg サ

イズ：長さ 32 cm，直径 18 cm 

電源：単一電池 9 本 

Configuration file name: NT06-03.con 

 
・ポンプ 

SeaBird 社製，SBE5T, S/N 052162 

センサー主材質：チタン 

耐圧：10,500 m 

重量：空中 0.7 kg，水中 0.3 kg 

サイズ：長さ 22 cm，直径 5 cm 

電源：SBE19 より供給 

 
・溶存酸素センサー 

SeaBird 社製，SBE43 DO sensor，S/N 430106. 

センサー主材質：チタン 

耐圧：7,000 m 

重量：空中 0.7 kg 

サイズ：長さ 30 cm，幅 7 cm 

電源：SBE 19 より電源供給 

 
・濁度-クロロフィルセンサー 

アレック電子製，クロロフィル・濁度・水深測定装置． 

センサー主材質：チタン

耐圧：6,500 m 

重量：空中 12 kg，水中 6 kg 

サイズ：長さ 42 cm，直径 12.5 cm（胴体の細い部分，） 13 cm（両端の蓋部分）  

電源：内蔵バッテリーによる 

 
・光束透過率センサー 

Chelsea 社製，Alphatracka MKII，S/N 161022 

センサー主材質：チタン 

耐圧：6,000 m 

重量：空中 3.75 kg，水中 2.1 kg 

サイズ：長さ 52 cm，直径 6.5 cm 

電源：SBE 19 より電源供給 
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光路長：25 cm 

使用波長：660 nm 

海洋工学センター研究調整グループより借用．普段は DeepTow   に搭載されているもの． 

 
6-2) 生物採集機器 

・スラープガン 

広和株式会社製，油圧式スラープガン主

材質：アルミ合金，ステンレス 

耐圧：10,000 m 

重量：空中 8 kg，水中 6 kg 

動力源：油圧 

 
・多連キャニスター広和

株式会社製， 主材

質：透明PVC 耐圧：

10,000 m 

重量：空中 35 kg（水を入れない状態で），水中 14.5 kg 

サイズ：縦 49 cm，横 60 cm，高さ 27.5 cm 

電源：動力用DC24V,  0.53A，制御用AC100V,  11.7mA 

 
• ゲートサンプラー 

マリンワークジャパン製作主材

質：透明アクリル 

重量：空中 3 kg，水中 1 kg 

サイズ：縦 15 cm，横 30 cm，高さ 15 cm 

 
6-3)   マリンスノーカメラ 

カメラ：SONY,  HVR-Z1J 

電源：AC100V 

ズーム：一番ひいた状態（広角側）で使用耐圧

容器：後藤アクア製 

主材質：ステンレス 

重量：空中 52 kg，水中 33 kg 

サイズ：直径 25 cm，長さ 50 cm 

 
6-4) 電源系 4 分岐ケーブル 

（株）昌新製，本行動のために新規製作，以下の機器に対する電源供給に用いる ペイロ

ード電源コネクタ (VMG4FS)  → 多連キャニスター (VMF2FS) 

→ マリンスノーカメラ用投光器 1 (RMG2FS) 

→ マリンスノーカメラ用投光器 1 (RMG2FS) 

→ マリンスノーカメラ (RMG3FS) 
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6-2) ペイロード記録 

ダイブ毎の搭載機器および搭載場所を写真に示す． 
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HPD Dive#5 l8 
Sagami-Trough  2006/02/28~03/01 

 
•CTD+DO ・濁度＋クロロフィル計 

・ゲートサンプラー ・スラープガン 

 
・透過度計 

・多連キャニスター 

 

 
 

 

HPD Dive#519  
•CTO+DO ・濁度＋クロロフィル計 

 
・透過度計 

Sagami-Trough  2006/03/02 
・マリンスノーカメラ ・（スラーブガン） ・(多連キャニスター) 
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HPD Dive#520 
Sagami-Trough 2006/03/02~03/03 

 
•CTD+DO ・濁鹿＋クロロフィル計  
・マリンスノーカメラ  ・スラーブガン  

 
・透過度計  

・（多連キャニスター）- 

 

 
 

HPD Dive#52 l 
Off-Kamogawa 2006/03/04 

 濁度＋クロロフィル
計への光の影響を軽
減するため、右側ブ
ームライトにはカバ
ーを設置 

•CTO+DO ・濁度＋クロロフィル計 ・透過計 
・ゲートサンプラー    ・スラープガン     ・多連キャニスター 
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HPD Dive#522 
lzu –oshima Eastward 2006/03/05 

 
•CTD+DO ・濁度＋クロロフィル計  
・ゲートサンプラー ・スラープガン  

 
・透過度計 

・多連キャニスター 

 

 
 
 

HPD Dive#523 
Sagami- Trough  2006/03/06 

 
•CTO+DO ・濁度＋クロロフィル計  
・ゲートサンプラー   ・スラープガン  



 
 

7）結果 

7-1)  各潜航の概要及び調査・採集結果 

第 517 潜航 

日程：2006 年 2 月 27 日 20:00 着水 ～ 28 日 0:39 揚収 

目的：高解像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの分布と動態に関する研究 

潜航場所：相模トラフ 

【マリンスノー観察結果】 

出航前に製作した照明用アームは強度不足が指摘され，急遽ハイパーチームに代用品（もとの 

アームと寸法は同じ）の製作を依頼した．着水・潜航・揚収を通して，このアームの利用に強度的   

な問題はなかった．マリンスノーカメラ照明の設定は，150V投光器 1 基，スリット幅 2mm． 

マリンスノー定量観察の試行は 9.4m から 140m まで行ったが，ほとんど何も映らなかった．そこで定

量観察をあきらめ，マリンスノーカメラ（100～740m）とスーパーハープ（100～1000m）を用いた定性観

察を行った．定性観察時の各種設定を以下に示す． 

• スーパーハープ；ズーム 5.5mm, 感度 16, アイリス 8, 画角固定 

• マリンスノーカメラ設定；ズーム;ワイド,    フォーカス;  30cm 

• マリンスノーカメラ照明；右マニピュレータに取り付けたライトを用いる．カメラとライトの角度

関係は，深度 1000m (22:45) にてスーパーハープおよび CCD カメラ映像を静止画としてキャ

プチャーしたのでこれらにより判断できるだろう． 

当初予定したマリンスノー定量観察がうまくいかなかった原因は，光量不足と思われ、次のマリンスノ

ー観察潜航ではスリット幅を 1cm  に広げることにする．右マニピュレータに取り付けた照明を使っ

た定性観察では，6m/min.の潜航速度では良好な観察ができたものの，それ以上の速度ではマリ

ンスノーの移動に伴う残像が映りこみマリンスノーの形状を正しく観察できなかった．6m/min.で観

察する場合、テープが 80 分のため 500m 程度までしか観察できないことになる．また，ハイパード

ルフィンの潜航特性上，着水直後からの低速潜航観察は困難であり，一旦 50m まで潜航し再度 

10m まで浮上してから潜航観察開始とした．さらに，一定速度での潜航も困難であった． 

イカ群が現れた深度でのマリンスノー解析は，非常に困難だと想像される． 
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【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 144 Fillagalma vityazi 1 群体 Lindsay 

#2 183 Fillagalma vityazi 1 群体 Lindsay 

#3 303 Atolla vanhoeffeni 1 個体 川端 



平 成 1 8 年 

ハ イ パ ー ド ル フ ィ ン  調 査 潜 航 

＃ ５ １ ７  D I V E 
相 模 湾  相 模 ト ラ フ 

 

 

6. 着水点（特異点①） 35 -  0 1 . 0  0 0 N D= １４６０ m 
1  3  9 -  2 1. 5  0 0 E Co= 

 

7.潜航配置 指 揮：運航長 

コンテナ PILOT ： 近藤 竹ノ内 甲板PI LOT： 重竹 

 

8.  潜航目的  高解像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの分布と動態に関する研究 
 

9.作業内容 

 
1  0 .  日程 

 

 

 

 

 

 
1  1 .  備考 

中層観察、生物採集、マリンスノー撮影 

（ｽﾗｰﾌﾟｶﾞﾝ／6連ｷｬﾆｽﾀ、CTD-DO、 濁度計、 ｸﾛﾛﾌｨﾙ計、マリンスノーカメラ） 

相模トラフ着 

事前調査 XBT 計測 

19:30 ビークル作動確認 

20:00 潜航開始 No. 1 

      

24:00 ビークル浮上 

24:30 揚収完了 

終了後、付近海域漂泊 
 

・中層観察につき、着底は行わない。 （高度 3 0 mまで下降） 

2 A -  1 J Xトランスポンダ 

•  #  47  1アルゴス送信機：I D=2C69B35 

・ケーブルトランスポンダ  15.. OkHz 

・ビークル下降逮度（予定） : 6 m／分 
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DAY 517. jtd 06/02/27 

 

1.測地系 

2.  測 位 

 

WGS-8 4 （世界測地系） 

 

D -  G P S (MX 9 4  0 0 

N 

２００６年２月２７日 

 

 

L E I C A) 

3. X B T 計測 S/V= m/s (D= m) 

4. XPONDER 設置せず  

5； 作図中心 35-01. 000N ANGLE 2 7 0° 

139-21. 500E SCALE 1/10000 

〜
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ハイパードルフィン潜航記録 
 

平 成 18 年 NT06- 03 行動 記輩賓 木戸 哲平  
 

 
 

 

 

 

 

 

潜航目的 調査潜航   高解像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの 
      分布と動態に関する研究 

 

 

調査主任 喜多村稔 

ビークル指揮 千葉和宏 
 

 

 

気象・海象 

Pilot  近藤 友栄 

Co.Pilot 竹ノ内 純 
 

 

 

天候 風向 風力 風浪 うねり 視程 

ｃ NE 4 3 2 6 

 
最大潜航深度 1000 ｍ 

着底深度    ｍ 離底深度 ｍ 

着底底質 離底底質 
 

 

  記事 
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潜航年月日 2006/02/27  位置 作図中心位置 

潜航回数 1 回  緯度 35 °01.000 ’E 

通算潜航回数 517 回  経度 139° 21.500 ’E 

 

潜航海域 相模湾   
 
 相模トラフ          

 WGS-84 

作業経過時刻 

吊 揚 20:27 

着 水 20:30 

潜航開始 20:46 

着 底 

離 底 

浮 上 00:25 

揚収完了 00:39 

累計時間 

潜航時間 3:39 

通算潜航 2393:46 

 

ケーブルNo. 3 

使用時間 4:12 

通算時間 987:5 

ケ
ー
ブ
ル 

下降しながらマリンスノーの分布観察及び、中層生物の採集を行った。 
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第 518 潜航 

日程：2006 年 2 月 28 日 20:01 着水 〜 1 日 0:50 揚収，夜間潜航 

目的：相模湾における包括的な中・深層性生物群集構造解明のための大型ゼラチン質プランク

トン研究 

潜航場所：相模トラフ 

 

【包括的な群集構造把握のための大型ゼラチン質研究】 

荒天によりビークル制御が困難だったため表層付近の観察は行わず，100m  まで急速に潜航し，

そこから観察開始とした．本潜航は，出現するゼラチナスのすべてに丁寧にカメラを向けて同定・

観察することを目指し，その結果海底直上まで到達できなくても良しとして 1084m で観察を終了し

た．潜航速度は 8m/min.を基本とし，微速で前進しつつカメラ前方から粒子・生物が向かってくるよ

うに潜航しながら観察を行った．  

適宜，生物追跡および生物採集を行った． 

本潜航で観察された生物分布の概略は以下のようにまとめられる． 

~300m 尾虫類ハウス，イカ類が多い 

300~650m 胞泳亜目管クラゲ類，クシクラゲ類多い．種多様性高い．  その

他に，Calycophore, S. bitentaculata, Solmissus, etc. 

650m~ Arctapodema sp.多い 

その他に Marrus, Solmissus, Crossota, Poralia, etc. 

スラープガン・多連キャニスターを用いた生物採集は，ハイパードルフィン揚収後に確認したとこ

ろ意外なほど失敗が多かった（6  回中 3  回）．カメラでは吸い込みを確認しているものの，実際に

は生物がキャニスターに残っていない現象の理由は，良く分からない．体構造の極めて脆弱なク

シクラゲ類や管クラゲ類の採集にも向かないため，今後はゲートサンプラーを多数搭載することを検

討した方が良いのかもしれない． 
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【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 511m Trachymedusa 1 個体 Lindsay 

#2 565m Fillagalma vityazi 1 群体 Lindsay 

#3 649m ‘Ctenosaurus’を狙うが採集されておらず 

#4 673m Cordagalma sp. 1 群体 Lindsay 

#5 866m Poralia  を狙うが採集されておらず 

#6 1040m Apolemia を狙うが 6 番ボトルに標本なし 

  1 番ボトルに Apolemia あり Lindsay 

G1 457m Bathocyroe sp. 1 個体 堀田 

G2 603m Bathocyroe? 茶色 1 個体 堀田 
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第 519 潜航 

日程：2006 年 3 月 2 日 04:07 着水〜 2 日 07:19 揚収，夜間~早朝潜航 

目的：高解像度カメラシステムを用いた相模湾におけるマリンスノーの分布と動態に関する研究 

潜航場所：相模トラフ 

 

【マリンスノー観察結果】 

マリンスノー観察を目的とした潜航はこれが2回目となる．本潜航ではマリンスノーカメラシステムの

照明のスリット幅を 2 mm から 1 cm に広げて観察を行った．第 517 潜航終了後，右マニピュレータ

に取り付けたハイパードルフィンのライトにスリット付カバーを被せてマリンスノー観察に用いるこ

とも検討したが，後日陸上試験による 照明範囲の測定が困難だろうとの理由によりこの案は却

下された． 

着水後，深度 45m よりマリンスノー観察開始とし，深度70mで一旦潜航停止して照明を変えたテ

ストを行った．ハイパードルフィンの照明を全灯OFFとした時，スーパーハープカメラは粒子を捉え

ることができたが，マリンスノーカメラから NTSCで船上にあげた画像では捉えることができない．マ

リンスノーカメラ内蔵のハイビジョン テープの画像解析が必要となる．この照明テストの後，マリン

スノーカメラおよびスーパーハープを併用した潜航観察を再開した．スーパーハープカメラは画角

固定とし，以下の設定により撮影を行った（ズーム 5.5mm, 感度 128, アイリス 8, パン 27°チルト 2°）．

深度 667m にてカメラ内蔵のハイビジョンテープ終了時間に達したので，マリンスノーカメラおよびス

ーパーハープを用いたマリンスノー観察を終了した．その後，一旦 500m まで上昇し，深度 

500~480m の中層生物観察・採集を行った． 
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【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 505m Atolla sp. 1 個体 堀田 

#2 508m Solmissus incisa 1 個体 川端 

#3 488m Atolla vanhoffeni 1 個体 堀田 

#4 484m Solmissus incisa 1 個体 川端 

#5 484m Solmissus incisa 1 個体 川端 
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第 520 潜航 

日程：2006 年 3 月 2 日 21:12 着水 ～ 3 日 04:18 揚収，夜間潜航 

目的：ゼラチン性生物とプランクトンの種多様性：モデル海域としての相模湾 潜航場

所：相模トラフ 

 
【多様性研究】 

This station was dominated by an undescribed species of the genus Arctapodema at depths below 

750m with maximum densities occurring at 850-1200m and 1350m-1450m. The 1200- 1350m layer 

was characterised by a turbidity minimum/transmissivity maximum suggesting that the vertical 

distribution of this Arctapodema species is correlated with high turbidity water. Salinity in these high 

turbidity layers was slightly lower than in low turbidity layers, suggesting its origin to be a turbidity 

flow related to precipitation outflow from Tokyo Bay or other catchment areas. The undescribed 

species of Sigiweddellia was not observed at this station and Solmissus incisa ocurred only in small 

numbers (5 total). Keyboard input into the HyperDolphin METAData file was trialed and found to be 

extremely useful for rapid visualization of community structure post dive. Several morphotypes 

(putative species) of Bathocyroe were observed to occur with vertical habitat segregation and this 

was identified to be a fruitful target for further surveys. Preliminary analysis identified at least 17 

species of gelatinous macroplankton at depths below 500m. 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
6 

【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 723m Solmissus incisa 1 個体 川端 

 754m Solmissus incisa 1 個体 川端 

#2 804m Arctapodema 1 個体 喜多村 

 806m 

838m 

Panthachogon haeckelli 

Arctapodema 

1 個体 

1 個体 

Lindsay 

喜多村 

 844m Solmissus incisa 1 個体 川端 

 847m Arctapodema 1 個体 喜多村 

#3 899m Vogtia serrata 1 群体 Lindsay 

#4 965m Periphyllopsis 1 個体 堀田 

#5 1012m Atolla wyvillei 1 個体 川端 

#6 1334m Siphonophore 1 群体 Lindsay 
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第 521 潜航 

日程：2006 年 3 月 4 日 08:28 着水〜16:43 揚収，昼間潜航 

目的：ゼラチン性生物とプランクトンの種多様性：モデル海域としての相模湾 潜航場

所：鴨川沖 

 
【多様性研究】 

This station was characterised by large numbers of Narcomedusae. The most striking of these was an 

undescribed species of the newly-described (from Antarctica) genus Sigiweddellia which occurred in 

large numbers below 850m. Its distribution seemed to be correllated to the lowest dissolved oxygen 

concentrations rather than to turbidity maxima as was the case with Arctapodema in Sagami Bay. 

Solmissus incisa occurred in large numbers (22 individuals) at depths between 300-1000m. Multiple 

morphotypes of the lobate genus Bathocyroe were also observed to segregate their habitat vertically at 

this station. 
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【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 355m Rhopalonematidae 1 個体 Lindsay 

 377m Haliscera sp. 1 個体 Lindsay 

#2 432m Praya dubia 1 群体 Lindsay 

#3 443m Marrus sp. 1 群体 Lindsay 

#4 460m イカ 1 個体 Lindsay 

#5 489m Ctenopteryx siculus 1 個体 Lindsay 

 618m Sigiweddellia sp. 1 個体 Lindsay 

#6 800m ウミタルを狙うが失敗  

G1 573m Lampocteis 1 個体 Lindsay 

G2 611m Ctenophore 1 個体 Lindsay 
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第 522 潜航 

日程：2006 年 3 月 5 日 08:20 着水 〜 16:34 揚収，昼間潜航 

目的：ゼラチン性生物とプランクトンの種多様性：モデル海域としての相模湾 潜航場

所：伊豆大島東方沖 

着水後，表層流速が3ノット前後とかなり速かったためビークルはなかなか潜っていけず、9:50 

頃まで悪戦苦闘．その後も深度 390m において，母船とビークルが離れすぎたのでビークルを潮

のぼりさせた． 

 
【多様性研究】 

This station was characterised by the lack of a turbidity maximum at depth and complete non- 

occurrence of both the dominant macroplanktonic cnidarians in Sagami Bay (Arctapodema sp.) and 

off Kamogawa (Sigiweddellia sp.). Such endemism in mesopelagic organisms has never before been 

recorded and when extrapolated to a global scale suggests that species diversity of 

macrozooplanktonic gelata may be orders of magnitude greater than present estimates suggest. 
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【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 472m Haliscera  を狙うが採取されず  

#2 578m Solmissus  を狙うが採取されず  

 1204m Bargmannia amoena  1 群体 Lindsay 

#3 594m Physonect 1 群体 Lindsay 

#4 744m Aeginura grimaldi 1 個体 Lindsay 

#5 805m Atolla wyvillei 1 個体 川端 

 1247 Crossota alba? を狙うが採取さ れず 

#6 820m Poralia rufecens 1 個体 川端 

G1 501m Thalassocalyce 1 個体 堀田 

G2 646m Lampocteis 1 個体 堀田 
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第 523 潜航 

日程：2006 年 3 月 6 日 08:21 着水 〜 16:38 揚収，昼間潜航 

目的：相模湾における包括的な中・深層性生物群集構造解明のための大型ゼラチン質プランクトン

研究 

潜航場所：相模トラフ 

 

【包括的な群集構造把握のための大型ゼラチナス研究】 

着水後，深度 30m より中層観察を開始した．本潜航は，第 518 潜航と同じく出現するゼラチン質

生物のすべてに丁寧にカメラを向けて観察・同定することを目的とし， 深度 1045m まで観察を行っ

た．潜航・観察方法は第 518 潜航に同じ．本潜航で観察された生物分布の概略は以下のようにま

とめられる． 

150~250m Nanomia bijuga 

250~600m Bathocyroe sp., other Ctenophore, Physonectae, Solmissus sp. 

600~700m Bathycteniid, Periphylla, 

750m~ Arctapodema sp. 

相模湾における潜水調査で最も多く観察される  Arctapodema    sp.は，夜間に行われた第 

518 潜航では 650m 以深に，昼間に行われた本潜航では 750m 以深に出現した．この 100m 

の違いは，本種が日周鉛直移動を行っていることを示しているのかもしれない． 

本潜航では，ゲートサンプラーを用いてクシクラゲの１種 Llyria sp.の採集に成功した．本属は

耳状突起(auricles)を有しないことから分類学的位置を再検討するべきクシ クラゲである．採集

後，船上にて外部形態および胃水管構造の観察を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

（#2 はどちらか一方のみが採集されていた） 

 

 

 

 

 

 

 

 
最後にキャニスターボトルの隙間に Atolla  sp.（987m）の採集を試みたが失敗 
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【生物採集】  

キャニスターNo. 採集深度 採集生物 個体数 取得者 

#1 607m Apolemiidae 1 群体 Lindsay 

#2 696m 

757m 

Poralia rufecens 

Poralia rufecens 

1 個体 

1 個体 

川端

川端 

 
#3 

 
714m 翼足類を狙うが採集されていなかった 

#4 763m Periphyllopsis braueri 1 個体 Lindsay 

#5 829-839m Arctapodema 10 個体 喜多村 

#6 975m Arctapodema 15 個体 喜多村 

G1 435m Lychnagalma 1 群体 Lindsay 

G2 455m Llyria 1 個体 堀田 
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7-2) 海況 

海洋速報によれば黒潮流軸は，本調査直前には潮岬沖をまっすぐ東進し八丈島・三宅島間おいて

北上して房総半島に近接し（第8号，2月21日〜28日，左図），調査期間中には八丈島を反時計回りに

囲む小蛇行を経て房総半島に近接する経路をとっていたものと推測されている（第9号，2月28日〜3

月7日，右図）． 

 
相模湾は開放型の湾であり沖合を流れる黒潮の影響を強く受けるとされ，宇田（1937） は，相模湾冬

期の平均的な流れとして以下のふたつをあげている． 

湾奥部には反時計回りの流れ湾口部に大島西水道から入り大島北側を迂回し大島東水道へ抜ける

黒潮分枝流このうち，2) の強弱に影響を与えるのが黒潮流軸の経路や位置であり，大塚（1972）は

遠州灘に冷水塊を伴う蛇行期に，岩田（1986）は流軸の接岸時に強くなると報告している． 

以下に調査期間中の第三管区海洋報告（第 5 号，2 月 24 日~3 月 9 日）を転載する．この報告から，黒

潮流軸は房総半島に近接するものの相模湾湾口部からは比較的遠いこと（左図），大島西水道に高

温水の流入が認められないこと（右図）が示され，伊豆大島を囲む時計回りの黒潮分枝流は存在しな

かったものと判断される．調査期間中の相模湾は，少なくとも表層流況については宇田が示した冬期

の平均的な流況とは一致しないだろう．また，大島東沖および鴨川沖測点にて表層流速が速く潜航

が困難だったことは，黒潮流軸が接岸傾向にあったことが原因と考えられる． 
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 相模湾，伊豆大島東方沖，鴨川沖測点の水温・塩分の鉛直プロファイルを以下に示す。表面混合層

は相模湾 30 m，大島沖 20m，鴨川沖 15m と浅かった．また，いずれの海域も北太平洋中層水の特徴で

ある中層塩分極小層を有していたが，相模湾に比べ他の 2 海域では極小層の深度幅が広い．親潮潜流の

指標とされる塩分 34.2 を下回る低温・低塩分の水塊は認められなかった． 
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Y = 0.9989X-4.5443 

R2 = 0.9999 

 

7-3)   海洋生態プログラム CTD の深度値に関して 

 
環境計測を行うためにすべての潜航において海洋生態プログラム所有の CTD を搭載したが，

計測される深度データに不具合が認められたため以下に記録する．なお本行動では，ハイパード

ルフィン運航チームが導入した  CTD  も初めて搭載し観測を行っている． 

以下に示す図 a, b は，海洋生態 CTD が計測したハイパードルフィン着水前後の水温 

（青）・塩分（赤）・深度（黒）の時間変化（第 518 潜航）を表したもので X 軸は同じ時間に揃えてある．

図 a に示すように，水温・塩分値が大きく変化した矢印の時間がハイパードルフィン着水の瞬間

であるが，算出される深度データは下図に示され るように着水前にすでに 0.69m あるいは 2.04m 

を，着水直後は 3.38m を記録していた． 
 

幸いにも本行動ではハイパードルフィン運航チームが導入した CTD（SBE 19）を試験搭載してい

たため，これによる計測値との比較を行った．用いた計測データは第 518 および第 519 潜航の 2 

データセットである．両 CTD の時計あわせは正確になされていなかったため，比較にあたっては潜

航開始と思われる深度変化時を各々の Time = 0 とすることで揃えた．また，両者とも下降・浮上時

の計測値を無作為的に 870 データずつ用いた．結果を下図に示す．X 軸は生態 CTD によって，

Y 軸はハイパーCTD によって計測された深度値である．図中の近似式に示されるように，海洋生

態プログラムの CTD による深度値はハイパードルフィンCTD に比べて約 4.5m  高い値を算出

する． 

 

 

 

 

 

 

 

深度比較 (#518 & #519 DIVE) 
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また，1 秒毎に計測値を示した CNV ファイル中の深度値を以下にプロットしてみる． ハイパードル

フィン CTD は算出される深度値の時間変化がなめらかなのに対して（右図），海洋生態 CTD  は

階段状に変化する（左図）．これもまた海洋生態 CTD  の不具合を示しているのかもしれない． 
 

 

本行動は中層生物調査のための潜航観察・環境計測であり，深度 1m 単位で生物分布を記録し 

1m 単位での環境変化と関連付けて考察することはおそらく無いはずで，100mあるいは 50m 間隔

に区切っての深度区分における出現情報・群集構造を論ずることになるだろう．そういった場合に

は，ここに示した深度値の不具合が致命的なものにな ることはおそらくないが，それでも 3m ~ 4m 

といった深度差は決して見過ごすべきものではない．今後，観察データを分析する研究者は深度

データの取り扱いには充分注意する必要がある． 
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8) 下船後の研究計画 

 
喜多村（JAMSTEC） 

現在，JAMSTECを中心とする研究グループでは，相模湾における動物プランクトン群集構造

を明らかにするための研究を進めている．この研究は，多段開閉式プランクトンネットの曳網調査

から甲殻類を中心とするメソ動物プランクトンについて，有人・無人探査機を用いた潜航調査から

大型ゼラチン質プランクトンについてアプローチすることになる.改めて言うまでもなく本調査行動

は後者を目的としており，航海終了後に再度ダイブ映像を詳細に観察し，ゼラチン質プランクトン

の分布様式を明らかにする．また，過去に相模湾においてなされた中・深層観察結果と併せて，

相模湾における大型ゼラチン質プランクトンの分布様式を季節別にとりまとめることを予定してい

る．JAMSTECでは永らく相模湾においてクラゲ類の観察を続けてきたが，これらを一度とりまと

め，相模湾におけるこれら生物の分布様式と群集構造の平均像を示し，今後は生態的役割を解

明する段階に進みたい． 

本行動では初めて夜間潜航調査を行った．記録された映像を詳細に観察し，ゼラチン質プラ

ンクトンの日周鉛直移動の有無，移動距離に関する解析を行う．例えば地中海の Solmissus 属ク

ラゲ類において報告されているような，数 100m に及ぶ鉛直移動は本行動においては認められて

いない．ゼラチン質プランクトンを種別に，出現深度の上限・下限や分布中心深度等の昼夜比較

を行って，100m あるいはそれ以下の小さな規模での日周鉛直移動の有無を解析する．さらに，

例えば遊泳・触手の伸ばし方・中性浮遊姿勢・他の生物との関係など定性的な行動様式に関し

て昼夜で違いが認められるか分析する． 

 
西川・松浦（東大海洋研） 

ハイパードルフィンに設置したマリンスノーカメラにより撮影した映像を解析し、相模湾中央部

におけるマリンスノーの鉛直分布や形状を明らかにし、物理環境との対応を検討する予定である。

また、ほぼ同時期の同海域におけるメソ動物プランクトンのデータとの関連性を考察したい。加え

て、同湾では、物理研究として循環構造・急潮・内部波等の研究が、基礎生産速度の季節変動・ベント

ス群集構造等の研究が、様々な研究機関により現在進められている。これらの情報を可能な限り利用して、マ

リンスノーのデータを様々な角度から検討、議論していきたい。 

 
Lindsay（JAMSTEC） 

1) Description of Ctenopteryx siculus including behaviour. 

2) Species descriptions of Sigiweddellia sp. and Arctapodema sp. 

3) Correlation analysis of Arctapodema distribution and turbid water masses 
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4) Vertical distribution study of Bathocyroe morphotypes 

5) Comparative community structure and species diversity analysis of gelatinous plankton 

(daytime) based both on HyperDolphin dives off Kamogawa, off Oshima and in Sagami 

Bay and on IONESS net samples (daytime) collected during the MULTISPLASH 2006 

cruise. 

6) Molecular phylogenetic and barcoding work on cnidarians, ctenophores and 
cephalopods in relation to CmarZ and Tree of Life Projects. 

 
石井（東京海洋大） 

下船後に取り扱う主なデータは、CTD   データ、DO、クロロフィル濃度、海底地形等の環境

データと、ハイビジョンカメラによって撮影された画像データである。これらのデータから、ゼラチン

質プランクトンの映像データからの定量化や行動解析が可能であるか等の検討を行い、環境デ

ータとの関連性についても考察する予定である。 特に、環境データと関連した中・深層域のゼラ

チン質動物プランクトンの単一種によるパッチ構造の解析が可能かどうかの検討は、そのシステ

ムが表層域の種類と同様なのかを知る上で、 も興味深い点である。実験による生態学的研究とい

う面においては、どのようなゼラチン質動物プランクトンが飼育実験や胃腔内容物の分析に供する

こと が可能であるか等の検討を行う。 

本来クラゲ類は、視覚に頼らない摂餌行動を行う点や貧酸素水塊に強い耐性をもつというような生

態学的観点からすれば、中・深層域に も適応した生物群であり、表層域における大量発生は表

層域がある程度、中・深層域の環境と類似してきていることの表れと考えることができる。すなわち、

中・深層域におけるクラゲ類の生態、特に摂餌行動等によって他の生物群に与える影響やクラゲ類

を通した物質循環を解明することは、 表層域における海洋環境の悪化に物質循環系がどのように

変化していくかということを予測する手がかりになるものと思われ、このような点についても考察を加

えていく予定である。 

 
川端（東京海洋大） 

本航海で得られたクラゲ試料を同定後、冷凍保存した（Atolla wyvilei は触手と胴体に分けた）。

持ち帰った試料を氷上解凍し、緩衝液や有機溶媒等を用い試料抽出液を得 る。これらの各試料

抽出液について、溶血活性試験や細胞毒性試験、抗菌活性試験等で活性の有無を検討する。

各種活性試験結果から、生理活性の強いクラゲ試料について、HPLC  などの分離精製法を用

いて生理活性物質の単離を行う。その単離した化合物を、アミノ酸シーケンサーや NMR  等を用

いて詳細な化学的性状の解明を行っていく予定である。 

 
堀田（鳥羽水族館） 
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今回の観察から、チョウクラゲモドキ(Bathocyroe)の３タイプが確認された。今後、得られた映像

から、その３タイプの水深分布および体型や色彩を分析する。また、クシクラゲ類の未記載種である 

Llyria を採集する事ができ、その形態と水管接続構造を観察できた。今後、その観察をまとめて何

らかの形で報告したいと考えている。 

今回、採集された深海性クラゲであるベニマンジュウカムリクラゲ(Periphyllopsis    sp.) およびムラ

サキカムリクラゲ(Atolla   wyvillei)を生体のまま鳥羽水族館へ持ち帰り、それらの食性や生態的な観

察を行うとともに、展示して一般に広く深海性クラゲの存在と知見を周知する。 
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9) 夜間潜航に関する特記事項 

本行動ではハイパードルフィンとしては初めて本格的な夜間調査を行った．過去，夕方明るい

時間から潜航開始し 2 時過ぎ揚収という調査は実施実績があるものの（NT04-03,  #294  DIVE，

鳩間海丘），着水〜揚収を夜間に行う行動はこれが初めてである．生物系の調査においては今後

も夜間調査の要望が出ることは充分に予想され，他の分野においてもシップタイムの 大限の活

用という観点から 2 クルー態勢（本船・ハイパーチームともに）での昼夜潜航も将来的にはあるか

もしれない．そこで，本行動における夜間潜航の概要と問題点をここに記すことにする． 

 

 

本行動では，調査前半に夜間潜航，後半に昼間潜航を予定し，夜間から昼前の切り替えのた

めに整備日を一日挟んで対応した．当初は潜航数 7 に対して，潜航日 7 日，予備日 1 日，回

航日 2 日の計 10 日の日程が組まれていたが，原油高騰に伴うシップタイム削減の影響で，予

備日 1 日が削減された．そのため，出港日の晩から潜航調査を開始し，第 520 潜航（ 3 月 2～

3 日 ）終了後を整備日（ 3 日の日中と夜）として， 4 日より昼間潜航を行った． 

夜間潜航期間は比較的海況が悪く，第 517～ 519 潜航の潜航時間は短い．また，第 519 潜航は

夜半過ぎまで荒天だったため， 2 時に潜航調査決行の判断， 4 時着水にて行った．以下にダイブ毎

（夜間潜航のみ）の潜航時間を記す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
夜間潜航における調査時間に関しては，4 時間では短く 7 時間では長い．通常の昼間潜航にお

いては 8 時間潜航が主であろうが，昼間の 8 時間と夜間の 7 時間は異なる．客観的に振り返って，

夜間の 7 時間は肉体的に厳しかった．完全に夜間のみという航海でない限り，本行動のように途

中で昼夜逆転する行動においては，おそらく 6 時間程度が適切な潜航時間だと考える．この「夜

間潜航時間の適切な長さ」は，今後実績を積むことで長くすること（昼間潜航と同じ 8 時間程度ま

で）は充分可能だろう．研究者のワッチ態勢に関して言えば，早め早めの交代・ローテーションが

必須である．本行動においてはこのワッチ態勢が長め・遅めだったかもしれず，今後はこれを改善

したい． 

潜航No. 着水 揚収 潜航時間 

#517 27 日 20:30 28 日 0:25 4h 

#518 28 日 19:57 1 日 0:35 4h30m 

#519 2 日 4:07 2 日 7:02 3h 

#520 2 日 21:12 3 日 4:03 7h 
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Cruise Report   On-board Data 一 覧 

 
 

名 ファイル名 内

海底地形図 kamogawa100cl20a3.pdf 鴨川沖   海底地形調査で得られたデータ 

海流図 ************  Radar Current.bmp 調査海域近辺の海流図 

ビデオリスト VideoList(NT****).xls 潜航映像の諸情報(含配布先リスト) 

XBT計測 yymmdd**.*(EXCEL形式) XBT音速profile 

 XBT(yymmdd).pdf XBT計測結果解析グラフ 

潜航概要  

DIVE#***.pdf 

次潜航の作業概要と特異点情報 

調査海域地形図 調査海域周辺の地形・イベントマーク 

潜航記録 潜航調査記録 

HPD航跡図 ROV航跡図 

Dump List HPD***.TXT 10秒毎音響位置情報 

META-data yyyymmdd_*.csv 付属機器計測結果 

Dive Photo hdcyyyymmddhhmmss_*.jpg Impose無HDTVキャプチャ 

 yyyy_mmdd_hhmmssAA.JPG Impose無SEA  MAXキャプチャ 

 DSC*****.JPG Impose有スチル写真 

潜航ログ DiveLog#***.xls 潜航調査中の記録 

RMT water temp data `HP#***_*.txt 1min intおよび6sec_int 

CTD データ NT06-03.con 海洋生態CTD config ファイル 

 NT06-03DIVE#***.hex Rawデータ   (バイナリ)ファイル 

 NT06-03DIVE#***_AG.cnv Processingデータ 

 NT06-03DIVE#***.asc/hdr Processingデータ    (アスキーファイル)＋ヘッダー 

 CTD Spec.pdf CTDdata処理仕様（Data processing,configuration） 

 CTD Graph.pdf 潜航ごとのCTD profile 
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NT06-03 潜航ビデオリスト（List of video tapes） 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

潜航日 

 

潜航海

域 

 

Dive# 

HD スーパーハープ映像 Marine snow camera 

JAMSTEC 東京海洋大学 鳥羽水族館 HDV Tape miniDV 

Tape 収録時間 Tap 収録時間 Tap 収録時間 Tap 収録時間 Tap 収録時間 
2006/2/27 

~  
2006/2/2

 

相模トラフ 

 

517 
1/2 20:46-22:46  

1.5 
20:46-00:25 

(編集) 

 
̶ 

 
̶ 

 

1 

20:59-21:22 
21:33-22:06 
22:08-22:29 

 

3 

 

21:07- 
2/2 22:46-00:29 

2006/2/28 
~  

2006/3/
1

 

相模トラフ 

 

518 
1/2 20:20-22:21  

1.5 
19:59-00:50 

(編集) 

 
̶ 

 
̶ 

 
̶ 

 
̶ 

 
̶ 

 
̶ 

2/2 22:21-00:25 

 

2006.3.2 

 

相模トラフ 

 

519 
1/2 04:26-06:21  

1.5 
04:15-07:02 

（編集） 

 

2 
04:15-07:02 

（編集） 

 

1 

 

04:25-05:48 

 

2 

 

04:23- 
2/2 06:21-07:08 

 

 
2006/3/2 

~  
2006/3/

3 

 

 

 

相模トラフ 

 

 

 

520 

1/4 21:25-23:25  

 

 

1.5 

 

 
21:25-04:15 

（編集） 

 

 

 

2 

 

 
21:25-04:15 

（編集） 

 

 

 

1 

 

 

 

21:41-23:04 

 

 

 

1 

 

 

 

21:07- 

2/4 23:25-01:28 

3/4 01:28-03:07 

4/4 03:07-04:15 

 

 

 

2006.3.4 

 

 

 

鴨川沖 

 

 

 

521 

1/4 8:42-10:45  

 

 

1.5 

 

 
8:42-16:27 

（編集） 

 

 

 

2 

 

 
8:42-16:27 

（編集） 

 

 

 
̶ 

 

 

 
̶ 

 

 

 
̶ 

 

 

 
̶ 

2/4 10:45-12:36 

3/4 12:36-14:34 

4/4 14:34-16:27 

 

 

 

 

2006.3.5 

 

 

 

 
伊豆大
島東
方沖 

 

 

 

 

522 

1/6 8:36-9:58  

 

 

 

2 

 

 

 

 
08:17-16:20 

(編集) 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 
08:17-16:20 

(編集) 

 

 

 

 

̶ 

 

 

 

 

̶ 

 

 

 

 

̶ 

 

 

 

 

̶ 

2/6 9:58-11:17 

3/6 11:17-12:39 

4/6 12:39-14:01 

5/6 14:01－

6/6 15:24-16:20 

 

 

 

 

2006.3.6 

 

 

 

 

相模トラフ 

 

 

 

 

523 

1/6 8:40-10:02  

 

 

 

2 

  

 

 

 

2 

  

 

 

 

̶ 

 

 

 

 

̶ 

 

 

 

 

̶ 

 

 

 

 

̶ 

2/6 10:02-11:25 

3/6 11:25-12:40 

4/6 12:40-14:01 

5/6 14:01-15:29 

6/6 15:29 
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JAMSTEC 
Sample No. Species Name 

No. 
of 

Dive No./ColDleactteing MethLoodcsality Area      Lat./Long. 
Dept 
h(m) 

Fixatio 
n 

Keeping 
Method 

Present 
Locatio Remarks 

 

surface plankton (day) man plankton 2006.2.27 Sagami Bay 0-5 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD517SP-D 

surface plankton (day) man plankton 2006.2.27 Sagami Bay 0-5 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD517SP-D 

surface plankton (day) man plankton 2006.2.27 Sagami Bay 0-5 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD517SP-D 

surface plankton (day) man plankton 2006.2.27 Sagami Bay 0-5 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD517SP-D 

surface plankton (day) man plankton 2006.2.27 Sagami Bay 0-5 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD517SP-D 

surface plankton (day) man plankton 2006.2.27 Sagami Bay 0-5 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD517SP-D 

Frillagalma vityazi 1 HD#517 2006.2.27 Sagami Bay 144 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD517SS1 

Frillagalma vityazi 1 HD#517 2006.2.27 Sagami Bay 183 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD517SS2 

Atolla vanhoeffini 1 HD#517 2006.2.27 Sagami Bay 303 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD517SS3 

surface plankton (night) man plankton 2006.2.28 Sagami Bay 0-5 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD518SP-NI 

surface plankton (night) man plankton 2006.2.28 Sagami Bay 0-5 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD518SP-NI 

Frillagalma vityazi 1 HD#518 2006.2.28 Sagami Bay 577 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD518SS2 

"Ctenoceros" orange morph 1 HD#518 2006.2.28 Sagami Bay 577 Live Live JAMSTEC HD518SS3 

Cordagalma sp. 1 HD#518 2006.2.28 Sagami Bay 664 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD518SS4 

Ramosia vitiazi 1 HD#518 2006.2.28 Sagami Bay 1040 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD518SS6 

Bathocyroe fosteri 1 HD#518 2006.2.28 Sagami Bay ? Live Live JAMSTEC HD518GS1 

Symbolophorus evermanni 1 HD#519 2006.3.1 Sagami Bay 0 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD519SP-NI 

Atolla sp. 1 HD#519 2006.3.1 Sagami Bay 506 Live Live JAMSTEC HD519SS1 

Solmissus incisa 1 HD#519 2006.3.1 Sagami Bay 513 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD519SS2 

Atolla vanhoeffeni 1 HD#519 2006.3.1 Sagami Bay 487 Live Live JAMSTEC HD519SS3 

Solmissus incisa 1 HD#519 2006.3.1 Sagami Bay 484 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD519SS4 

Solmissus incisa 1 HD#519 2006.3.1 Sagami Bay 486 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD519SS5 

Solmissus incisa 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 772 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD520SS1A 

Solmissus incisa 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 760 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD520SS1B 

Rhopalonematid sp. 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 377 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS1A 

Haliscera sp. 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 352 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS1B 

Praya dubia 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 448 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS2 

Marrus "hinoko" 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 445 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS3A 

squid 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 481 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS4A 

squid 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 494 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS5A 

squid 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 481 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD521SS4B 

squid 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 494 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD521SS5B 
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JAMSTEC 
Sample No. Species Name 

No. 
of 

Dive No./ColDleactteing MethLoodcsality Area      Lat./Long. 
Dept 
h(m) 

Fixatio 
n 

Keeping 
Method 

Present 
Locatio Remarks 

 

Aeginura sp. (undescribed) 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 618 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS5 

Lampocteis cruentiventer 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 567 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD521GS1 

little ruby cydippid (Mertensid?) 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 611 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD521GS2 

Bargmannia amoena 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 1203 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD522SS2 

"Francescia zenii" 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 600 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD522SS3 

Aeginura grimaldi 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 740 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD522SS4 

Atolla wyvillei 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 801 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD522SS5 

Poralia rufescens 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 814 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD522SS6 

Thalassocalyce inconstans 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 495 Live Live JAMSTEC HD522GS1 

Lampocteis cruentiventer 1 HD#522 2006.3.5 East of Oshima 652 Live Live JAMSTEC HD522GS2 

Lychnagalma sp. 1 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 436 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD523GS1 

"Llyria" 1 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 452 Live Live JAMSTEC HD523GS2 

Apolemiidae sp. (undescribed) 1 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 597 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD523SS1 

Arctapodema sp. 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 758 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD520SS2 

Arctapodema sp. 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 758 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD520SS2 

Arctapodema sp. 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 849 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD520SS2 

Pantachogon haeckelli 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 819 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD520SS2 

Solmissus incisa 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 849 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD520SS2 

Vogtia serrata 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 923 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD520SS3 

?Periphyllopsis 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 970 Live Live JAMSTEC HD520SS4 

Arctapodema sp. 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 970 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD520SS4 

Atolla wyvillei 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 1008 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD520SS5 

small orange physonect 1 HD#520 2006.3.2 Sagami Bay 1334 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD520SS6 

Poralia rufescens 1 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 753 -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD523SS2 

Periphyllopsis braueri 1 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 770 Live Live JAMSTEC HD523SS4 

Arctapodema sp. 10 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 829 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD523SS5 

Arctapodema sp. 12 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay 975 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD523SS6 

Marrus "hinoko" 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 445 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS3B 

Marrus "hinoko" 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa 445 5% Formalin 5% Formalin JAMSTEC HD521SS3C 

squid (Enoploteuthidae) 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa ? -80 deg. C -80 deg. C JAMSTEC HD521SS4D 

squid (Enoploteuthidae) 1 HD#523 2006.3.6 Sagami Bay ? 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD523 

squid (Enoploteuthidae) 1 HD#521 2006.3.4 Off Kamogawa ? 10% Formalin 10% Formalin JAMSTEC HD521SS4C 
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2005.11.7 

マリンスノーカメラの試験報告 

 
JAMSTEC内水槽でマリンスノーカメラの投光器による光膜の形成について調べた。 

 
<重量> 

空中：52kg   水中：33kg 

 
<結果> 

・マリンスノーカメラシステムの全体図は写真1。 

・2mm幅のスリット（写真2）のみ（Fresnelレンズ無し）の状態で十分に光がまっすぐ飛ぶことがわか

ったので、レンズは使用しないことにした。 

・カメラは一番ひいた状態（広角側）にセットした。 

・光源アームの位置はカメラ側から3番目と5番目のボルトの位置で固定した（写真3： これがカ

メラに一番近くかつ映り込まない位置）。 

・光の当たる範囲（光膜）は四角錐台を横にした形になった（図1）。 

・光膜を横方向から見ると光源に近い方に上辺がある台形状をしており、モニターに映る範囲は

40cm X 22cm四方であった（図1）。ただし、モニターの右端 には光の届かない部分もあり、これ

らの部分の正確な測定が必要。 

・光膜を上から見ると光源に一番近い方の端の幅が0.5 cm、光源に一番遠い方 の端が2 cm幅で

あった（図1）。 

 
・これらの結果から、モニターに映し出される光膜の体積を計算すると、40/6 * 

((2*22+22)*2 +(2*22+22)*0.5) = 1100 cm^3 

になる（光源手前部分は考えていない）。光膜の体積は大体10cm四方の箱くらいと思ってもいい

感じです。 

・マリンスノーの数は、表層で1Lあたり数個から数百個、中・深層では0.01個 から数個くらいとい

われているので、今回の光膜の容積で連続観測、積算して密度を計算すれば、ある程度は信頼

できる密度が計算できるのではないかと思われる。 

 
<今後> 

・ライトアームが振動するのを抑えるために補強する。 

・実際に使用後に、正確な容積を再計測する。その際にはメモリの付いた下敷き、暗黒下の水槽な

どを用意する。 

・今回の体積はハイビジョン（16:9）形式でモニターに出されたもので計算した。この形式で出力

できる装置、モニタがJAMSTECにあるかどうか確認が必要（リンゼイさんどうでしょうか？）。 

・膜の前後方向（0.5 cm から 2cm）での映り方の違い（大きさ）について考えるかどうするか？一応測

定してみてどの程度変わるかをチェックしておきたい。 
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写真１（全景） 

 

 

重量 

水中：33kg，空中：52kg 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２（スリット） 
 

 
 

写真３（照明用アーム） 
 

40cm 

35cm 

25cm 
10cm 

37cm 
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470 
 

 
コネクタが何本かある 

 

 

 

 

 

 

100 
 
 

 
カメラ・ハウジング重量：50 kg 
（照明およびその治具は含まず） 

 

 

300 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケーブルをさばいて弧を作る
のに必要な長さ（大体） 

Lindsayカメラ 
（マリンスノー観察仕様 NT06-03） 
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潜航観察案：2月27日夜間 

期日：2月27日夜 観測時間は3 時間を予定 
20:00着水, 0:00浮上, 0:30揚収完了

海域：相模湾中央部 
目的： 

海中のマリンスノー分布を定量的に観察する 

・マリンスノー観察仕様のLindsayカメラを用いる 
・できる限りゆっくり潜航 (6m/min.) 

・適宜照明OFFとする 
 

潜航方法 

 
 
 
 
 
 

着水 浮上 
70m 

一旦70mまで
巻き上げ 

マリンスノー観察 
この間は極力クラゲを 
追いかけない 
(6m/min.) 

普通の中層観察 
（8m/min.） 
適宜サンプリング 

1,000m 
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2月28日 13:35 

潜航観察案： 2月28日夜間 
期日：2月28日夜間 

20:00 着水，4:00揚収，8時間の中層観察を予定
海域：相模湾中央部 

目的： 
１）包括的な動物プランクトン群集構造を明らかにする 

小型プランクトン：ネットで (KR06-07, KR06-12・・・) 

大型プランクトン：ハイパーで (過去のダイブ，今回) 
２）クラゲ類の日周鉛直移動様式を明らかにする カッ

パクラゲ，ヒゲクラゲ，クシクラゲ各種 
 

 

  ヒゲクラゲ採集（サイズの違いを見る） 
 

セジメントトラップ設置位置 

34°58.80’N, 139°22.79’E, Depth 1,455m, 水面から200mと600m 

潜航方法 
着水 浮上 

観察・採集しながら 
潜航 (8m/min.) 

ヒゲクラゲが出たら一旦 
50m浮上し，再度潜航 (8m/min.) 

700mくらい 

この間は極力クラゲを 
追いかけない 

時間の許す限り 
何層かで観察・採集 

30 m 
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日程案： 2月28日以降 

2月28日夜：#518潜航，相模トラフにて夜間調査 

3月 1日朝：#518潜航終了後も相模湾にとどまる 

3月 1日夜：#519潜航，相模トラフにて夜間潜航 

3月2日夜以降の計画は3月1日の天気予報を見て判断する 

・基本的に夜間調査時は無理しない 
・Lindsay のヒゲクラゲ水平分布調査は昼間の相模湾， 大島

沖，鴨川沖観察セットで研究することも検討 

・「夜間調査は全て相模トラフで」という選択肢もあり得る 

 

 

マリンスノーカメラ照明 

・150W 照明を用いる 

・スリット加工はハイパーチームにお願いする 

・スリット間隔：1 cm 

・半円2枚をつなぐものでよい 

 

 
 

2月28日 13:35 喜多村 
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潜航観察案：3月1日夜間 

期日：3月1日夜 
第一案 20:00着水, 4:00揚収 → 荒天時は無理（3/1夕方判断する） 
第二案 3:00着水, 7:00揚収（観測時間4時間を予定，2:00頃判断） 

 

海域：相模湾中央部
目的： 

海中のマリンスノー分布を定量的に観察する（30~500 m） 
・Lindsayカメラ，照明は1cmスリット 

・できる限りゆっくり潜航 (6m/min.) 
・適宜照明OFFとする 

マリンスノー観察後は通常の中層観察とする（いけるところまで） 

ペイロード 

CTD-DO, 濁度・クロロフィル計, 透過度計, マリンスノーカメラ, 

スラープガン, 多連キャニスター 
 
 

潜航方法  
30mから観察開始としたい 

着水 浮上 
 
 
 
 

マリンスノー観察 
この間はクラゲを
追いかけない 
(6m/min.) 

 
500m 

 
普通の中層観察 
（8m/min.） 
適宜サンプリング 

 

 
いける深度まで 
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潜航観察案：3月1日夜間 

 
（3月1日17:00改）

 期日：3月1日夜~3月2日朝 

第一案 0:00着水, 4:00揚収 → 23:00に判断する 第二案 4:00着水, 7:00揚収 
 

海域：相模湾中央部目的： 

海中のマリンスノー分布を定量的に観察する（30~500 m） 

・Lindsayカメラ，照明は1cmスリット 

・できる限りゆっくり潜航 (6m/min.) 

・適宜照明OFFとする 

マリンスノー観察後は通常の中層観察とする（いけるところまで） 

ペイロード 

CTD-DO, 濁度・クロロフィル計, 透過度計, マリンスノーカメラ, 

スラープガン, 多連キャニスター 

 
 

潜航方法  
30mから観察開始としたい 

着水 浮上 
 
 
 
 

マリンスノー観察 
この間はクラゲを
追いかけない 
(6m/min.) 

 
500m 

 
普通の中層観察 
（8m/min.） 
適宜サンプリング 

 

 
いける深度まで 
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日程案： 3月2日以降 
 

3月2日朝 揚収 

大島東沖観測点へ向かう 
 

海況良ければ 海況悪ければ 
 

潜航調査 
20:00着水，4:00揚収 

相模湾定点へ戻り潜航調査 
20:00着水，4:00揚収 

 
 
 
 

3月2日夜間潜航のペイロードは3月2日朝までに決めるCTD-DO, 濁度・

クロロフィル計, 透過度計, 

スラープガン, 多連キャニスター, および 

マリンスノーカメラ or ゲートサンプラー 
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潜航観察案： 3月2日夜間 3月2日 13:45 

 

期日：3月2日夜間 
20:00 着水，4:00揚収，8時間の中層観察を予定

海域：相模湾中央部 
目的： 

１）マリンスノー定量観察 

・スリット1cm 

・できる限りゆっくり潜航し観察する（6m/min.） 
２）ゼラチン質プランクトンの多様性調査 

３）クラゲ類採集（カッパクラゲ，ヒゲクラゲ，他） 

ペイロード 

CTD-DO, 濁度・クロロフィル計, 透過度計, マリンスノーカメラ, 

スラープガン, 多連キャニスター 
 

 

潜航方法 一旦浮上し10mから
観察開始としたい 

着水 浮上 

50m 

照明の設定 

 
マリンスノー観察 

この間はクラゲを
追いかけない 
(6m/min.) 

 
 
 
 
 

500m 

50m  
 
 

いける深度まで 

500m 

 
 

以後，揚収まで普通の中層観察 
（8m/min.）適宜サンプリング 

 

 

30m 
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3月2日 14:00 

 

日程案： 3月2日以降 

3月2日昼：大島東沖にて地形調査（できるところまで） 夜：

#520潜航，相模トラフにて夜間調査 

3月3日朝：#520潜航終了後，鴨川沖向け回航 

昼：ハイパードルフィン整備日，鴨川沖地形調査 

3月4日昼：#521潜航，鴨川沖にて昼間潜航 

夜：可能であれば大島沖地形調査の残り 

3月5日昼：#522潜航，大島沖にて昼間調査 

3月6日昼：#523潜航，相模トラフにて昼間潜航 

3月7日：9:00 JAMSTEC岸壁着岸，艤装解除 
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潜航観察案： 3月4日 昼間 3月3日 15:30 

 

期日：3月4日 昼間 
8:30 着水，16:30浮上，8時間の中層観察を予定 

海域：鴨川沖（着水ポイントは円の中心） 
目的： 

１）ゼラチン質プランクトンの多様性調査 

２）特にヒゲクラゲの鉛直分布調査 

３）クラゲ類採集 

ペイロード 

CTD-DO, 濁度・クロロフィル計, 透過度計, 

スラープガン, 多連キャニスター, ゲートサンプラー 2台 
 

潜航方法 
第一案：ヒゲクラゲが現れた時 第二案：ヒゲクラゲが現れなかった時 

着水 浮上 着水 浮上 
50m 

 
 

通 常 の 
中層観察 
( 6~8 m/min. ) 

ワイヤー巻き取り 

 
 

ヒゲクラゲが
消えたら 
50m 下降 

 
 
 
 
 

通 常 の 
中層観察 

 

 
ワイヤー
巻き取り 

 

 
ワイヤー
巻き取り 

ヒゲクラゲが現れたら
一旦 50m 上昇 ( 700m ? ) 

 
 

ヒゲクラゲ分布観察 
( 6~8 m/min. ) 

 
 
 
 

ゆっくり上昇し観察
ワイヤー巻き取り 

( 6~8 m/min. )  
 

通 常 の 
中層観察 

 
いけるところまで 

 

30m 30m 

 

水深1450~1500mの地点において高度30mまで観察したい 

 

水深2000mの地点で高度30mまで
水深1200mの地点で高度30mまで
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潜航観察案： 3月5日 昼間 3月4日 19:30 

 

期日：3月5日 昼間 
8:30 着水，16:30浮上，8時間の中層観察を予定

海域：大島東沖（着水ポイントは円の中心） 
目的： 

１）ゼラチン質プランクトンの多様性調査 

２）ヒゲクラゲの鉛直分布調査 

３）触手6 本の剛クラゲ採集（複数個体） 

４）クシクラゲの一種Llyriaの採集（ゲートで2個体） 

ペイロード 

CTD-DO, 濁度・クロロフィル計, 透過度計, 

スラープガン, 多連キャニスター, ゲートサンプラー 2台 
 

潜航方法 一旦浮上し20~30mから
観察開始としたい 

 

着水 浮上 

通常の中層観察 
 

50m 

50m 

250m 

巻き上げ 

 

 
クシクラゲ Llyria 

の採集 
500m 

通常の中層観察  
時間の許す限り
観察・採集 

 
 
 
 
 

1500m 
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3月5日 19:30 

潜航観察案： 3月6日 昼間 

期日：3月6日 昼間 
8:30 着水，16:30浮上，8時間の中層観察を予定

海域：相模トラフ 
目的： 

１）ゼラチン質プランクトンの群集構造調査 

時間をかけて出現するクラゲにカメラを向けて観察 

２）各種クラゲ類の採集（予想深度） 

・クシクラゲの1種 Llyria 2個体 → ゲート（300~500m） 

・鉢クラゲ類 3個体 → スラープガン（500m以深） 

（2個体は毒分析用，1個体は飼育観察用） 

・ヒゲクラゲ多数 → スラープガン（700~800mと1100~1200m） 

ペイロード 

CTD-DO, 濁度・クロロフィル計, 透過度計, 

スラープガン, 多連キャニスター, ゲートサンプラー 2台 

潜航方法 

着水 浮上 
一旦浮上し20~30mから 

50m 

300m 

 
ゲート採集予定 

観察開始としたい 
 

ゲート開 

通常の中層観察＋採集 

 

500m ヒゲクラゲ採集 時間の許す限り
観察・採集 

 
 
 
 

高度30mまで 
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